
（ 京都光華女子大学／ＥＭ橋本智也 ＩＲ部）・

事例の文脈を理解するための観点

中途退学防止に関するＩＲ活動を事例として
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文脈
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どの辺りが￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣

個別大学に特有／大学間で共通

なのか___＿｀＿＿＿＿＿＿＿
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事例の詳細を

通して考える
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中途退学防止策
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【参考文献】

橋本智也（2016）「組織的な早期の中途退学防止策：累積欠席コマ数の週次レポートで

個別状況と全体傾向を共有する」『初年次教育学会第9回大会発表要旨集』，92-93．
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活動 背景



欠席コマ数の

週次レポート
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前回からの増加 前回からの増加 英語 国語

○○○○○ 16X032 25 15 ＋2 高１ 高１ 4_まったくあてはまらない 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 3_第三志望以下だった 2_第二志望だった

○○○○○ 16X005 19 ＋4 3 ＋1 高２ 3_あまりあてはまらない 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 2_第二志望だった 2_第二志望だった

○○○○○ 16X008 9 ＋4 5 ＋2 高２ 高３ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 3_第三志望以下だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X048 7 ＋4 1 ＋1 高１ 高１ 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X014 7 ＋1 0 高２ 高３ 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 1_第一志望だった 3_第三志望以下だった

○○○○○ 16X046 7 ＋1 2 ＋1 中３ 高２ 1_非常にあてはまる 4_まったくあてはまらない 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X065 6 1 ＋1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X053 6 ＋1 3 ＋2 高２ 高３ 3_あまりあてはまらない 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X056 5 1 ＋1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 3_あまりあてはまらない 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X078 4 2 ＋2 中３ 高１ 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X028 4 ＋3 4 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X045 3 0 高３ 高３ 4_まったくあてはまらない 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X016 3 1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 3_第三志望以下だった 2_第二志望だった

○○○○○ 16X019 3 1 ＋1 高３ 高３ 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X035 3 ＋3 0 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 4_まったくあてはまらない 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X064 3 ＋2 1 ＋1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

平成28年度1年生　必修／必修以外の累積欠席コマ数＜2016年6月20日時点＞※前回：2016年6月13日

今回 今回

大学での学びは、将来社会で活躍す
るために必要な力を高めてくれる

授業の内容と将来の目標との
結びつきを理解している

大学で学ぶことによって、よりよ
い社会貢献ができると思う

大学で「これを深く学びたい」と
思える学問がある

大学志望度 学部・学科志望度学科・専攻 学籍番号
必修累積欠席コマ数 必修以外累積欠席コマ数 基礎学力テストレベル

・ 要支援の可能性がある学生を抽出

・ １行が学生１名に対応

※架空の値を使用
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前回からの増加 前回からの増加 英語 国語

○○○○○ 16X032 25 15 ＋2 高１ 高１ 4_まったくあてはまらない 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 3_第三志望以下だった 2_第二志望だった

○○○○○ 16X005 19 ＋4 3 ＋1 高２ 3_あまりあてはまらない 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 2_第二志望だった 2_第二志望だった

○○○○○ 16X008 9 ＋4 5 ＋2 高２ 高３ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 3_第三志望以下だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X048 7 ＋4 1 ＋1 高１ 高１ 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X014 7 ＋1 0 高２ 高３ 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 1_第一志望だった 3_第三志望以下だった

○○○○○ 16X046 7 ＋1 2 ＋1 中３ 高２ 1_非常にあてはまる 4_まったくあてはまらない 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X065 6 1 ＋1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X053 6 ＋1 3 ＋2 高２ 高３ 3_あまりあてはまらない 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X056 5 1 ＋1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 3_あまりあてはまらない 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X078 4 2 ＋2 中３ 高１ 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X028 4 ＋3 4 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X045 3 0 高３ 高３ 4_まったくあてはまらない 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X016 3 1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 3_第三志望以下だった 2_第二志望だった

○○○○○ 16X019 3 1 ＋1 高３ 高３ 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X035 3 ＋3 0 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 4_まったくあてはまらない 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X064 3 ＋2 1 ＋1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

平成28年度1年生　必修／必修以外の累積欠席コマ数＜2016年6月20日時点＞※前回：2016年6月13日

今回 今回

大学での学びは、将来社会で活躍す
るために必要な力を高めてくれる

授業の内容と将来の目標との
結びつきを理解している

大学で学ぶことによって、よりよ
い社会貢献ができると思う

大学で「これを深く学びたい」と
思える学問がある

大学志望度 学部・学科志望度学科・専攻 学籍番号
必修累積欠席コマ数 必修以外累積欠席コマ数 基礎学力テストレベル

・ 前週からの増加数を併記

・ 必修科目の累積欠席コマ数（降順）

※架空の値を使用
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前回からの増加 前回からの増加 英語 国語

○○○○○ 16X032 25 15 ＋2 高１ 高１ 4_まったくあてはまらない 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 3_第三志望以下だった 2_第二志望だった

○○○○○ 16X005 19 ＋4 3 ＋1 高２ 3_あまりあてはまらない 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 2_第二志望だった 2_第二志望だった

○○○○○ 16X008 9 ＋4 5 ＋2 高２ 高３ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 3_第三志望以下だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X048 7 ＋4 1 ＋1 高１ 高１ 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X014 7 ＋1 0 高２ 高３ 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 1_第一志望だった 3_第三志望以下だった

○○○○○ 16X046 7 ＋1 2 ＋1 中３ 高２ 1_非常にあてはまる 4_まったくあてはまらない 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X065 6 1 ＋1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X053 6 ＋1 3 ＋2 高２ 高３ 3_あまりあてはまらない 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X056 5 1 ＋1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 3_あまりあてはまらない 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X078 4 2 ＋2 中３ 高１ 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X028 4 ＋3 4 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X045 3 0 高３ 高３ 4_まったくあてはまらない 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X016 3 1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 3_第三志望以下だった 2_第二志望だった

○○○○○ 16X019 3 1 ＋1 高３ 高３ 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X035 3 ＋3 0 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 4_まったくあてはまらない 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X064 3 ＋2 1 ＋1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

平成28年度1年生　必修／必修以外の累積欠席コマ数＜2016年6月20日時点＞※前回：2016年6月13日

今回 今回

大学での学びは、将来社会で活躍す
るために必要な力を高めてくれる

授業の内容と将来の目標との
結びつきを理解している

大学で学ぶことによって、よりよ
い社会貢献ができると思う

大学で「これを深く学びたい」と
思える学問がある

大学志望度 学部・学科志望度学科・専攻 学籍番号
必修累積欠席コマ数 必修以外累積欠席コマ数 基礎学力テストレベル

（中学１年生～高校３年生）

・ 入学時点の国語・英語の学力レベル

※架空の値を使用
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前回からの増加 前回からの増加 英語 国語

○○○○○ 16X032 25 15 ＋2 高１ 高１ 4_まったくあてはまらない 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 3_第三志望以下だった 2_第二志望だった

○○○○○ 16X005 19 ＋4 3 ＋1 高２ 3_あまりあてはまらない 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 2_第二志望だった 2_第二志望だった

○○○○○ 16X008 9 ＋4 5 ＋2 高２ 高３ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 3_第三志望以下だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X048 7 ＋4 1 ＋1 高１ 高１ 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X014 7 ＋1 0 高２ 高３ 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 1_第一志望だった 3_第三志望以下だった

○○○○○ 16X046 7 ＋1 2 ＋1 中３ 高２ 1_非常にあてはまる 4_まったくあてはまらない 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X065 6 1 ＋1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X053 6 ＋1 3 ＋2 高２ 高３ 3_あまりあてはまらない 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X056 5 1 ＋1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 3_あまりあてはまらない 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X078 4 2 ＋2 中３ 高１ 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X028 4 ＋3 4 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 3_あまりあてはまらない 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X045 3 0 高３ 高３ 4_まったくあてはまらない 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X016 3 1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 3_第三志望以下だった 2_第二志望だった

○○○○○ 16X019 3 1 ＋1 高３ 高３ 2_ややあてはまる 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X035 3 ＋3 0 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 4_まったくあてはまらない 1_非常にあてはまる 2_ややあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

○○○○○ 16X064 3 ＋2 1 ＋1 高２ 高１ 1_非常にあてはまる 3_あまりあてはまらない 1_非常にあてはまる 1_非常にあてはまる 1_第一志望だった 1_第一志望だった

平成28年度1年生　必修／必修以外の累積欠席コマ数＜2016年6月20日時点＞※前回：2016年6月13日

今回 今回

大学での学びは、将来社会で活躍す
るために必要な力を高めてくれる

授業の内容と将来の目標との
結びつきを理解している

大学で学ぶことによって、よりよ
い社会貢献ができると思う

大学で「これを深く学びたい」と
思える学問がある

大学志望度 学部・学科志望度学科・専攻 学籍番号
必修累積欠席コマ数 必修以外累積欠席コマ数 基礎学力テストレベル

・ ネガティブな選択肢を濃淡で表示

・ 志望順位、意欲、不安など13項目

※架空の値を使用
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担当者だけにまかせない

（学科・大学全体でも確認）

13
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① 学科・部署内での情報共有の範囲ああ

② 実施した／検討中／望ましい取り組み

③ 他の情報を組み合わせたことへの感想

④ その他ご意見あああああああああああ
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・ 1年生を対象に集計 ・ 必修の累積欠席コマ数が多い順に掲載 ・ ［必修／必修以外科目数］に対する

・ 1行が学生1名に対応 （上位10%を緑色で表示） ［累積欠席コマ数］の比率を表示

・ 7月26日時点のデータを使用 ・ 必修科目数は学科内において全学生で同じ （値が大きいほど欠席がち）

No. B÷A No. B÷A No. B÷A

1 52 2.9 23 1 42 3.0 25 1 37 2.6 16
2 44 2.4 4 2 16 1.1 16 2 26 1.9 4
3 34 1.9 12 3 11 0.8 2 3 21 1.5 11
4 22 1.2 9 4 10 0.7 3 4 15 1.1 8
5 21 12 5 9 0.6 7 5 14 0
6 20 9 6 8 0.6 5 6 13 7
7 16 6 7 7 0.5 4 7 11 9
8 16 7 8 6 0.4 2 8 11 4
9 11 8 9 6 0.4 6 9 11 1

10 9 6 10 6 4 10 10 5
11 8 8 11 5 1 11 9 4
12 7 3 12 5 4 12 7 3
13 7 6 13 5 1 13 7 6
14 6 2 14 5 0 14 7 0
15 6 7 15 5 4 15 6 3
16 5 6 16 4 3 16 5 2
17 4 4 17 4 4 17 5 2
18 3 10 18 4 3 18 5 7
19 3 1 19 4 3 19 5 2
20 3 3 20 4 2 20 4 5
21 3 6 21 4 1 21 4 2
22 2 1 22 4 1 22 4 0
23 2 3 23 4 1 23 3 1

必修科目数［A］ 必修科目数［A］ 必修科目数［A］

各学科・専攻の欠席状況＜平成28年度前期分＞報告

必修累積欠席コマ数［B］ 必修以外累積欠席コマ数 必修累積欠席コマ数［B］ 必修以外累積欠席コマ数 必修累積欠席コマ数［B］ 必修以外累積欠席コマ数

□□□□□□学科 □□□□□□学科 □□□□□□学科

18 14 14

16※架空の値を使用



17

活動 背景



小規模（1,720名）

規模（共有しやすさ、迅速さ）

18



全体像だけではなくあ

個別学生の状況も把握

19



キーパーソンとの調整

（副学長・教務・生活・情報）

20



資格系・非資格系

学部・学科構成（学生の特性）

21



入学時点での

学びへの意識

22



・ 中期計画の数値目標

・ 日々の学生支援活動

上層部・現場のニーズ

23



より短い間隔の情報

（年度の退学率、半期の成績）

24



一人ひとりに応じた

総合的な学生支援あ

ＩＲ活動の目的

25



関連部署の

連携強化あ

26



立ち上げてから

約１０年が経過

進めやすさ（学内の認知度）

27



部分的に導入（２００７年）

ＧＰ採択 （２００８年）

恒常的な組織（２０１２年）

28



中途退学防止策の支援を
過去にも行っているああ

過去の類似事例

29



学科ＥＭ・ＩＲ部過去の退学者

②

入学生

退学要因
分析

要注目学生
抽出①

要注目学生
一覧

③

30



「気になることがある」の内訳

※架空の値を使用

学科
勉強の仕方 授業について

いけるか

友達ができるか 先生はどんな人か 就職できるか 勉強とバイトが

両立できるか

クラブなどの

課外活動

その他

ＡＡＡＡ 57.8 48.9 66.7 17.8 62.2 31.1 66.7 0.0

ＢＢＢＢ 64.9 76.2 64.9 17.8 40.5 79.5 37.3 0.0

ＣＣＣＣ 67.5 52.5 56.3 3.8 22.5 52.5 45.0 3.8

ＤＤＤＤ 81.1 73.0 53.5 13.0 4.9 60.0 24.3 1.6

ＥＥＥＥ 78.0 78.0 66.0 18.0 18.0 48.0 48.0 0.0

ＦＦＦＦ 66.7 53.3 80.0 0.0 0.0 66.7 13.3 0.0

ＧＧＧＧ 88.7 93.9 36.5 15.7 10.4 67.8 31.3 0.0

ＨＨＨＨ 51.0 54.0 21.0 9.0 6.0 39.0 18.0 3.0

ＩＩＩＩ 60.8 64.1 62.5 11.5 49.3 67.4 29.6 1.6

（単位：%）

31



※架空の値を使用
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32



ＩＲ担当部署

データ

学生・教職員学科など

33

情報を活用する主体



・ 改善の主体は＿＿＿

情報提供先＿＿＿＿

・ 解釈の例を示す＿＿

（決め付けない）＿＿

・ 議論の観点を示した

報告用フォーマット

34



個人／組織での情報活用

働きかけの範囲

35



担当 → 学科 → 大学

36



37

主担当の存在（業務経験）

部長（副学長）

部長補佐（教員） 部長補佐（職員）

部員（各学科） 部員（部署）

EM・IR

学務教務

生活 就職

情報 入試



職員、ＩＲ・ＦＤ担当５年目

38



学科・部署のああ

窓口担当メンバー

39



ＩＲ部署からあああああ

欠席情報レポートを発案

40



学内データ

データの所在・特徴を把握

41



光華ｎａｖｉ 京都光華ＩＲ辞書

42



基礎学力
データ

学生調査
データ

出欠
データ

・ カードリーダーで即時発生、４月１８日から
・ 学籍番号／授業コード／授業日／理由コード

・ 教科「国語」「英語」の学力［中１～高３］
・ 大短の全７学科で４月初旬に実施

・ 欠席に関係しそうな１３項目（志望順位など）
・ 大学６学科で５月下旬～６月初旬に実施

43



事例の文脈を理解するための観点

規模（共有しやすさ、迅速さ）

学部・学科構成（学生の特性）

上層部・現場のニーズ

ＩＲ活動の目的

進めやすさ（学内の認知度）

過去の類似事例

情報を活用する主体

働きかけの範囲

主担当の存在（業務経験）

データの所在・を把握
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